
                1／3  
 

報道関係各位 
2025年10月15日 

川田工業株式会社 
 
 

川田工業、塗膜厚自動検査ロボットを開発 
高精度な塗膜厚検査と統計的品質管理の自動化で塗装品質をさらに向上 

 
 
 
川田グループの基幹事業会社である川田工業株式会社（以下、当社）は、鋼構造製品の塗装品質

向上と検査工程の自動化を目的に、本年9月に「塗膜厚自動検査ロボット」の試験運転を富山工場で
開始しました。2026年からの本格稼働を目指します。 
 
【開発の背景】 
建設業界では、労働者の高齢化、担い手不足、労働時間の上限規制、猛暑や集中豪雨といった

気候変動による屋外作業環境の悪化など多数の課題を抱え、これまでの労働集約的な作業にロボ
ティクス技術を取り入れたDXが急務となっています。かねてよりロボティクス技術を現場活用
するための研究開発を続けてきた川田工業は、そこで培った要素技術を融合させ、今回、塗膜厚
自動検査ロボットの開発に至りました。 

 

塗膜厚自動検査ロボット 
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【開発の経緯と概要】 
2024年、熟練工が持つ塗装技術を継承し、塗装品質をより高めていくため、川田工業は富山工

場に「ロボット自動塗装ライン」とその実験棟を構築しました。今回の塗膜厚自動検査ロボット（以
下、本ロボット）は、「ロボット自動塗装ライン」と並行した開発の一環として、塗装後の塗膜厚
検査を自動化するものです。 
本ロボットを構成する移動体には弊社が開発した「EGmobile（商標登録申請中）」が活用され

ています。EGmobileは、SLAM（Simultaneous Localization and Mapping）技術を用いて工場内
の環境をマッピングし、自己位置をリアルタイムで推定しながら自律走行を行います。これによ
り、所定の測定ポイントに正確に到達し、塗膜厚の自動検査を実現しています。また、EGmobile
に搭載している6軸アームロボットのエンドエフェクタとなるデジタル膜厚計は、当社製品の
「ぬり助」と共通であり、取得した測定データはクラウドに保存のうえ、自動的に帳票が作成さ
れる仕組みとなっております。 

 
【本ロボットの特長】  

• EGmobileはガイドレスで走行でき、人や障害物を自動的に回避しながら移動可能 
• 測定ポイントの位置決め精度が±10mm以内で塗り重ね時の計測精度が高い 
• 測定経路・測定開始時間をセットしておくことで予約測定が可能 
• 測定ポイントが斜めであっても距離センサと力センサを用いて正確に測定 
• 塗膜厚管理システム「ぬり助」と連動し測定データをクラウド上に保存、結果判定と帳票

作成を自動化 
• 防塵防滴機能装備 
• 障害物センサによる安全装置装備 
 

  
塗膜厚自動検査ロボット             エンドエフェクタ 

 
【期待される導入効果】  
塗膜厚検査を自動化することで、塗膜厚の分布や塗りムラの傾向を精緻にデータ化でき、塗装

品質の向上に加えて、塗装工の技能向上、自動塗装ロボットとの連携や塗装ロスの削減が期待で
きます。人とロボットの共存・協働により品質向上と雇用創出の両立を図り、継続的な開発を進
めていきます。 

AMR 
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【参考情報】 
 ロボット自動塗装ライン 
川田工業 富山工場に実験棟を構築し、自走式の防爆型

6 軸塗装ロボットと自動搬送装置で、ロボット自動塗装ラ
インを運用。DXを通じた生産性向上と新たな職域創出、
建設業界の課題解決を目指しています。 
URL：川田工業、国内最大級の施工面積を持つ「ロボット
自動塗装」実験棟を構築（PR TIMESサイトへ） 

 

ロボット自動塗装ライン      

 塗膜厚管理システム「ぬり助」 
 「ぬり助」は、スマートフォン等に接続したデジタル膜厚計で測定したデータをクラウドに保
存し、結果の判定と自動帳票化を行うシステムです。 
URL：塗膜厚管理システム「ぬり助」が NETIS 登録 
 
 
 鋼・コンクリート合成床版「SCデッキ」 
橋梁の床構造の一部で鋼板または形鋼とコンクリート

が一体となって荷重に抵抗するように構成された床版。
（製作・販売：川田工業株式会社） 
URL：https://www.scdeck.com 
 

 

SC デッキ             
【川田工業 会社概要】 
川田テクノロジーズ株式会社（東証プライム：3443、東京本社：東京都北区、代表取締役社長：川田忠裕）
を持株会社とする、川田グループの基幹事業会社 
社名：川田工業株式会社 
代表者：代表取締役社長 川田 忠裕 
所在地：東京本社 〒114-8562 東京都北区滝野川1-3-11 

富山本社 〒939-1593 富山県南砺市苗島4610 
URL：https://www.kawada.co.jp 
設立：1940年、創業：1922年 
資本金：9,601,000,000円 
従業員数：1,113名 
主な事業内容：橋梁、鉄骨、鉄塔等各種構造物の設計、製作ならびに工事請負 

 
 
【本件リリースに関するお問い合わせ先】 
川田テクノロジーズ株式会社 広報室（川田工業株式会社 広報担当） 
email：koho@kawada.co.jp 

 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000045183.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000045183.html
https://www.kawada.co.jp/topics/topics_nurisuke.html
https://www.scdeck.com/

